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研究要旨：2005年に都市部、山村、漁村に設定されたコホート ROADスタディには 3,040人が参

加した。予防目的疾患は、ロコモ、フレイル・サルコペニアを含む運動器疾患である。ROADで

は、その後 3、7、10、13、17年後の追跡調査が実施され、延べ 17,000人のデータが蓄積され

た。本年度は 20年目の追跡調査を見据えて地域説明会を実施し、問診票や検査項目の準備をす

ると同時に、過去の調査結果のレコードリンケージを実施した。 

作成したデータセットを用いて、2008−2009年実施の第 2回 ROADスタディから、4年、7年、

10年のフォローアップデータを用いて、サルコペニアの有病率は 8.1%（男性 8.8%、女性

7.7%）、発生率は、15.6/1000人年（男性 17.8、女性 14.5）であることを明らかにした。さらに SP

発生のリスク因子として、年齢、低 BMIが関連することがわかった。 

 

A．研究目的 

研究分担者田中栄、飯高世子は、研究代表者吉村

典子とともに、中年期〜後期高齢期の地域住民が

参加する長期追跡コホーㇳROAD の追跡調査を

担当している。 

本年度は来年度から開始予定の 20 年目の追跡

調査を見据えて地域説明会を実施し、問診票や検

査項目の準備をすると同時に、過去の調査結果の

レコードリンケージを実施し、17年間の運動器追

跡データセットを作成した。このデータセットを

用いて、地域在住中高年男女におけるサルコペニ

ア（SP）および重症 SPの 10年間の有病率・発生

率および関連リスク因子を明らかにすることを

目的とした。 

 

B．研究方法 

第 2 回 ROAD 調査に参加した地域在住の住民

1,551名（男性 521名、女性 1,030名、平均年齢 65.8

歳）を対象として、骨格筋量（ASM）、握力、歩行

速度を測定し、アジアサルコペニア作業部会

（AWGS）2019年基準を用いて SP、および重症 SP

の有病率を推定した。さらに 4年、7年、10年後

の検診にて SP の有無をフォローアップし、SP、

重症 SP の発生率を推定し、発生の危険因子を解

明した。 

C．結果 

SP の有病率は 8.1％（男性 8.8％、女性 7.7％）、

重症 SPは 2.9％（男性 2.7％、女性 3.1％）であっ

た。また、10年間の発生率は、SPが 1,000人年あ

たり 15.6 件（男性 17.8 件、女性 14.5 件）、重症

SP が同 4.9 件（男性 6.4 件、女性 4.2 件）であっ

た。 

発生の有無を目的変数とした多変量解析の結

果、SPおよび重症 SPの発生には年齢と BMIが有

意に関連していた。SPの発生リスクは、年齢が 1

歳上がるごとに、1.10倍（95％信頼区間（CI）：

1.08〜1.12）、BMIが 1kg/m²低下するごとに SP発

生のリスクは 1.27 倍（95％CI：1.20〜1.35）とな

り、有意に上昇していた。同様に、重症 SPでは年

齢は 1.18倍（同：1.14〜1.22）、BMIは 1.21倍（同：

1.10〜1.33）となることが明らかとなった。 

また、海岸地域に居住している参加者は山間部

の参加者に比べて発症リスクが低く、地域差が存

在することがわかった。 

 

D．考察 

本研究の結果を日本の人口統計に当てはめると、

毎年約 131万人（男性 60万人、女性 71万人）が
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新たに SPに罹患し、約 44万人（男性 20万人、女

性 24万人）が重症 SPを発症していると推定され

る。本研究は、AWGS2019年基準に基づく日本人

における SPの 10年間の発症率を示した初の大規

模コホート研究であり、今後の予防戦略や介入方

策の基盤となるエビデンスが得られたと考える。 

高齢化が進展する日本社会において、加齢およ

び低 BMIが SPの主なリスク因子であることが明

らかとなったことから、健康寿命の延伸を目的と

した地域包括的な介入が今後ますます重要とな

る。ROADスタディの今後の追跡調査により、さ

らなるリスク要因の解明と予防策の確立が期待

される。 

 

E．結論 

地域住民コホート ROADの 10 年間の追跡結果か

ら、SPおよび重症 SPの有病率と 10年間の発生率

が明らかになり、年齢の上昇と低 BMI が SP，重

症 SP 発生の主要なリスク因子であることが示さ

れた。 
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病学会、2024.4.18-20、横浜市、口演 

4. 谷口優樹、阿久根徹、西田奈央、大森豪、Kim 

Hyun Ah、植野和子、齋藤琢、尾市健、岡敬

之、大島寧、川口浩、中村耕三、徳永勝士、

田中栄、吉村典子：ADAMTS17のコモンバリ

アント rs2054564 は変形性脊椎症の発症に関

与する：第 53 回日本脊椎脊髄病学会、

2024.4.18-20、横浜市、ポスター 

5. 飯高世子、堀井千彬、種子島岳、村木重之、

岡敬之、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村

典子：股関節部における骨粗鬆症,変形性関節

症および筋力低下の相互関係 The ROAD 

study：第 97 回日本整形外科学会学術総会、

福岡市、2024.5.23-26、ポスター 

6. 茂呂徹、齋藤琢、岡敬之、田中健之、大野久

美子、石倉久年、飯高世子、神永尚人、佐藤

雅史、吉村典子、田中栄：1 枚の腰椎正面 X

線像のみから大腿骨近位部の骨密度を演算

する AI 骨粗鬆症診断補助システムのスクリ

ーニング・診断精度評価：第 97回日本整形外

科学会学術総会、2024.5.23-26、福岡市、口演 

7. 種子島岳、飯高世子、村木重之、岡敬之、阿

久根徹、中村耕三、田中栄、吉村典子：地域

住民コホート ROAD 10年の追跡による変形

性膝関節症有病率の長期トレンド 膝関節は

若返っているのか：第 97 回日本整形外科学

会学術総会、2024.5.23-26、福岡市、口演 

8. 武田龍太郎、水原寛康、内尾明博、飯高世子、

真壁健太、笠井太郎、小俣康徳、松本卓巳、

吉村典子、田中栄：整形外科医と同等の精度

で外反母趾角を測定可能な深層学習モデル

の開発：第 97回日本整形外科学会学術総会、

2024.5.23-26、福岡市、ポスター 

9. 茂呂徹、齋藤琢、岡敬之、田中健之、大野久

美子、石倉久年、飯高世子、神永尚人、佐藤

雅史、吉村典子、田中栄：1 枚の胸部正面 X

線像のみから大腿骨近位部および腰椎の骨

密度を演算する AI 骨粗鬆症診断補助システ

ムのスクリーニング・診断精度評価：第 97回

日本整形外科学会学術総会、2024.5.23-26、福

岡市、ポスター 

10. 有田智氏、石元優々、橋爪洋、長田圭司、筒

井俊二、岩崎博、飯高世子、田中栄、吉田宗

人、山田宏、吉村典子：X線画像上における

腰椎すべりの有病率と腰痛・歩行速度・筋量

との関係 ROAD studyからの知見：第 97回

日本整形外科学会学術総会、2024.5.23-26、福

岡市、口演 

11. 松本卓巳、武田龍太郎、内尾明博、笠井太郎、

堀井千彬、飯高世子、井口傑、 橋爪洋、山田

宏、吉村典子、田中栄：左右で重症度が大き

く異なる外反母趾の腰椎変形が関与する 大

規模住民コホート ROAD studyより：第 97回

日本整形外科学会学術総会、2024.5.23-26、福

岡市、ポスター 

12. 飯高世子、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉

村典子：大腿四頭筋筋力と股関節部における

骨、関節疾患との相互関係-The ROAD study-：

第 61 回日本リハビリテーション医学会学術

集会、2024.6.13-16、東京、口演 

13. 飯高世子、堀井千彬、村木重之、中村耕三、

田中栄、吉村典子：低大腿四頭筋筋力は要介

護発生のリスクとなるか 住民コホート 6年
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の追跡：第 42 回日本骨代謝学会学術集会、

2024.6.29-.7.2、沖縄県那覇市、口演 

14. 吉村典子、飯高世子、堀井千彬、中村耕三、

田中栄：ビタミン D不足症、欠乏症の有病率

の推移 ROAD スタディ 10 年間の観察：第

42回日本骨代謝学会学術集会、2024.6.29-.7.2、

沖縄県那覇市、口演 

15. 吉村典子、樋口政和、飯高世子、徳野慎一、

田中栄：ポストコロナ時代の非接触による運

動器慢性疼痛の客観的・定量的評価ツールの

開発：第 35回日本運動器科学会、宇都宮市、

2024.7.6-7、口演 

16. 飯高世子、堀井千彬、種子島岳、村木重之、

岡敬之、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村

典子：大腿四頭筋筋力が要介護発生に与える

影響 The ROAD study：第 52回日本関節病

学会、東京都、2024.7.19-20、口演 

17. 笠井太郎、武田龍太郎、内尾明博、水原寛康、

真壁健太、小俣康徳、飯高世子、吉村典子、

松本卓巳、田中栄：抗 CCP抗体と骨密度の関

係 一般住民コホートデータを用いた 6年間

の縦断研究：第 52 回日本関節病学会、東京

都、2024.7.19-20、口演 

18. 飯高世子、堀井千彬、種子島岳、村木重之、

岡敬之、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村

典子：大腿四頭筋筋力と要介護発生との関連 

The ROAD study：第 26回日本骨粗鬆症学会、

2024.10.11-13、金沢市、ポスター 

19. 榎本悠希、平池修、茂呂徹、齋藤琢、土持早

希、古川真帆、廣田泰、吉村典子、大須賀穣、

田中栄：AI骨粗鬆症診断補助システムを用い

た骨密度推定値による妊娠期ヘパリン使用

の影響に関する検討：第 39 回日本整形外科

学会基礎学術集会、2024.10.17-18、東京都、

口演 

20. 武田龍太郎、内尾明博、飯高世子、真壁健太、

笠井太郎、吉村典子、田中栄、松本卓巳：整

形外科医と同等の精度で内側種子骨の Hardy

分類が可能な深層学習モデルの開発：第 49回

日本足の外科学会学術集会、2024.11.7-8、東

京、ポスター 

21. 松本卓巳、武田龍太郎、内尾明博、真壁健太、

笠井太郎、飯高世子、井口傑、吉村典子、田

中栄：腰椎疾患が外反母趾の左右非対称性に

与える影響 大規模住民コホート ROAD study

に基づく解析：第 49 回日本足の外科学会学

術集会、2024.11-7-8、東京、口演 

22. 武田龍太郎、内尾明博、飯高世子、真壁健太、

笠井太郎、吉村典子、田中栄、松本卓巳：外

反母趾角自動計測 AI のエラー率 住民コホ

ート研究 ROAD study で取得した 2300 枚の

単純 X 線を用いた検証：第 49 回日本足の外

科学会学術集会、2024.11.7-8、東京都、口演 

 

■ 講演会・シンポジウム 

1. 茂呂徹、藤尾圭志、大野久美子、飯高世子、

岡敬之、田中栄：ワークショップ 16 骨粗鬆

症の評価 胸部正面 X線像のみから大腿骨近

位部及び腰椎の骨密度を演算する AI 骨粗鬆

症診断補助システムのスクリーニング・診断

精度評価：第 68回日本リウマチ学会総会・学

術集会、2024.4.18、神戸市、口演 

2. 茂呂徹、齋藤琢、吉村典子、岡敬之、松本卓

巳、小俣康徳、田中健之、大野久美子、石倉

久年、飯高世子、藤尾圭志、田中栄：シンポ

ジウム 3 関節病に対する AIアプローチ：胸

部/腰椎正面 X 線画像のみから大腿骨近位部

および腰椎の骨密度推定値を出力する AI 骨

粗鬆症診断補助システム：第 52 回日本関節

病学会、2024.7.20、東京都、口演 
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Ｇ．知的所有権の取得状況 

 1. 特許取得 

 なし 

 

 2. 実用新案登録 

 なし 

 

3.その他 

 なし 

 

【飯高世子】 

1) 学術論文 

■ 英文原著論文 

1. Arita S, Ishimoto Y, Hashizume H, Nagata K, 

Teraguchi M, Muraki S, Oka H, Takami M, 

Tsutsui S, Iwasaki H, Iidaka T, Akune T, 

Kawaguchi H, Tanaka S, Nakamura K, Yoshida 

M, Yoshimura N, Yamada H; Consortium: Age-

related prevalence of radiographic lumbar 

spondylolisthesis and its associations with low 

back pain, walking speed, and muscle index: 

findings from the second survey of the ROAD 

study. Eur Spine J, in press, doi: 

10.1007/s00586-025-08751-x.  

2. Yoshimura N, Miyazaki A, Iidaka T, Ando N, 

Tanegashima G, Muraki S, Oka H, Tanaka S: 

Urinary 4-pyridoxic acid as a non-invasive 

biomarker for evaluating osteoarthritis severity: 

findings from the ROAD study. Aging 

Clin Exp Res 37(1): 50, 2025, doi: 

10.1007/s40520-025-02944-6.  

3. Tanegashima G, Iidaka T, Muraki S, Horii C, 

Oka H, Kawaguchi H, Nakamura K, Akune T, 

Tanaka S, Yoshimura N: Trends in knee 

osteoarthritis prevalence over a 10-year period 

in Japan: The ROAD study 2005-2015. 

Osteoarthr Cartil Open 7(1): 100569, 2025, doi: 

10.1016/j.ocarto.2025.100569.   

4. Suzuki K, Kaneda Y, Izumo T, Nakao Y, Iidaka 

T, Horii C, Muraki S, Oka H, Kawaguchi H, 

Akune T, Hashizume H, Yamada H, Nakamura 

K, Tanaka S, Yoshimura N: The Association 

Between Serum Ergothioneine Concentration 

and Japanese Dietary Habits: The Third Survey 

of the ROAD Study. Nutrients 17(3): 517, 2025, 

doi: 10.3390/nu17030517.  

5. Kojima I, Uehara K, Iidaka T, Kodama R, 

Muraki S, Oka H, Kawaguchi H, Akune T, 

Hashizume H, Yamada H, Yoshida M, Morizaki 

Y, Nakamura K, Tanaka S, Yoshimura N: 

Effects of Regional Variations and Occupation 

on Hand Osteoarthritis: Insights from the 

Research on Osteoarthritis/Osteoporosis 

Against Disability Study. Mod Rheumatol, in 

press, doi: 10.1093/mr/roaf002.   

6. Nakajima K, Horii C, Kodama H, Shirokoshi T, 

Ogawa A, Osada T, Konishi S, Oshima Y, Iidaka 

T, Muraki S, Oka H, Kawaguchi H, Akune T, 

Hashizume H, Yamada H, Yoshida M, 

Nakamura K, Shojima M, Tanaka S, Yoshimura 

N: Association between vertebral fractures and 

brain volume: insights from a community 

cohort study. Osteoporos Int 36 (4): 627-636, 

2025, doi: 10.1007/s00198-025-07403-6.  

7. Nakajima K, Ogawa A, Kodama H, Shirokoshi 

T, Osada T, Konishi S, Horii C, Oshima Y, 

Iidaka T, Muraki S, Oka H, Kawaguchi H, 

Akune T, Hashizume H, Yamada H, Yoshida M, 

Nakamura K, Shojima M, Tanaka S, Yoshimura 

N: Investigation of brain volume changes 

associated with aging: Results from the fourth 

research on osteoarthritis/osteoporosis against 

disability survey. Geriatr Gerontol Int 25(2): 

279-286, 2025, doi: 10.1111/ggi.15033. 

8. Inoue I, Yoshimura N, Iidaka T, Horii C, Muraki 
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S, Oka H, Kawaguchi H, Akune T, Maekita T, 

Mure K, Nakamura K, Tanaka S, Mochida S, 

Ichinose M: Helicobacter pylori-Related 

Chronic Gastritis as a Risk Factor for Lower 

Bone Mineral Density. Calcif Tissue Int 116(1): 

16, 2025, doi: 10.1007/s00223-024-01310-4.  

9. Takeda R, Uchio A, Iidaka T, Makabe K, Kasai 

T, Omata Y, Yoshimura N, Tanaka S, 

Matsumoto T: Automatic Hardy and Clapham's 

classification of hallux sesamoid position on 

foot radiographs using deep neural network. 

Foot Ankle Surg, in press, doi: 

10.1016/j.fas.2024.10.002.  

10. Iidaka T, Horii C, Tanegashima G, Muraki S, 

Oka H, Kawaguchi H, Nakamura K, Akune T, 

Tanaka S, Yoshimura N: Ten-Year Incidence of 

Sarcopenia in a Population-Based Cohort: 

Results from the Research on 

Osteoarthritis/Osteoporosis Against Disability 

Study. J Am Med Dir Assoc 25(11): 105263, 

2024, doi: 10.1016/j.jamda.2024.105263.  

11. Matsumoto T, Takeda R, Iidaka T, Horii C, Oka 

H, Muraki S, Inokuchi S, Arita S, Ishimoto Y, 

Hashizume H, Yamada H, Yoshida M, 

Nakamura K, Tanaka S, Yoshimura N: Impact 

of lumbar spine pathology on asymmetrical 

hallux valgus in a population-based cohort study. 

Sci Rep 14(1): 20195, 2024, doi: 

10.1038/s41598-024-71199-4. 

12. Nakahara E, Iidaka T, Chiba A, Kurasawa H, 

Fujino A, Shiomi N, Maruyama H, Horii C, 

Muraki S, Oka H, Kawaguchi H, Nakamura K, 

Akune T, Tanaka S, Yoshimura N: Identifying 

factors associated with locomotive syndrome 

using machine learning methods: The third 

survey of the research on 

osteoarthritis/osteoporosis against disability 

study. Geriatr Gerontol Int 24(8): 806-813, 2024, 

doi: 10.1111/ggi.14923.  

13. Takeda R, Mizuhara H, Uchio A, Iidaka T, 

Makabe K, Kasai T, Omata Y, Yoshimura N, 

Tanaka S, Matsumoto T: Automatic estimation 

of hallux valgus angle using deep neural 

network with axis-based annotation. Skeletal 

Radiol 53(11): 2357-2366, 2024, doi: 

10.1007/s00256-024-04618-2. 

14. Kitamura B, Iidaka T, Horii C, Muraki S, Oka 

H, Kawaguchi H, Nakamura K, Akune T, 

Otsuka Y, Izumo T, Tanaka T, Rogi T, Shibata H, 

Tanaka S, Yoshimura N: Ten-year trends in 

values of joint space width and osteophyte area 

of knee joints: Comparison of the baseline and 

fourth ROAD study surveys.  

Osteoarthr Cartil Open 6(2): 100454, 2024, doi: 

10.1016/j.ocarto.2024.100454.  

15. Tomomatsu K, Taniguchi T, Hashizume H, Harada 

T, Iidaka T, Asai Y, Oka H, Muraki S, Akune T, 

Kawaguchi H, Nakamura K, Yoshida M, Tanaka S, 

Yoshimura N, Yamada H: Factors associated with 

cam deformity in Japanese local residents. Sci Rep 

14(1): 1585, 2024, doi: 10.1038/s41598-024-

51876-0. 

 

■ 和文原著論文 

1. 吉村典子、堀井千彬、飯高世子、舩元太郎、

帖佐悦男、村田峻輔、竹上未紗、西村邦宏、

小原大輔、大黒聡、鈴木啓明、荒井光一、田

中栄：レセプトデータからみた骨粗鬆症投薬

状況の実態：The Nobel Study：日本骨粗鬆症

学会雑誌 10(3): 359-366, 2024 

2. 小島伊知子、上原浩介、児玉理恵、飯高世子、

吉村典子、田中栄：都市部住民における手指

変形性関節症の有病率とQuick DASH値(第4
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回) ROAD study：日本手外科学会雑誌 40(4): 

393-396, 2024 

 

■ 総説 

1. 飯高世子、吉村典子：変形性股関節症の疫学：

整形・災害外科 68: 209-214, 2025 

2. 飯高世子、吉村典子：骨粗鬆症検診の展望：

日本骨粗鬆症学会雑誌 10(2): 137-142, 2024 

 

■ 書籍 

1. 飯高世子、吉村典子、田中栄：骨軟化症. 書

籍『令和4年度改訂薬学教育モデル・コア・カ

リキュラム準拠 疾患で学ぶ病態・薬物治療

（D 医療薬学対応）』（「疾患で学ぶ病態・薬

物治療（D 医療薬学対応）」編集委員会編）第

7章骨・関節疾患、アークメディア、東京、

2025.03、pp183-185 

 

2)   学会発表 

■ 国際学会 

1. Yoshimura N, Iidaka T, Tanegashima G, Muraki 

S, Oka H, Nakamura K, Tanaka S: Trends in 

Prevalence of Hypovitaminosis D Over A 10-

Year Period in JAPAN: The Research on 

Osteoarthritis/OSteoporosis Against Disability 

(ROAD) Study.: WCO-IOF-ESCEO 2024, 

London, United Kingdom, 2024.4. 11-14, poster 

2. Iidaka T, Muraki S, Tanegashima G, Oka H, 

Nakamura K, Akune T, Tanaka S, Yoshimura N: 

Insights into Hip Health: Prevalence and Co-

Existence of Bone, Joint, and Muscle Disorders. 

The ROAD Study.: WCO-IOF-ESCEO 2024, 

London, United Kingdom, 2024.4. 11-14, poster 

 

■  国内学会 

1. 有田智氏、石元優々、橋爪洋、飯高世子、吉

村典子、山田宏：大規模住民コホートにおけ

る腰椎すべりの累積発生率について 10年間

の追跡調査からの知見：第 142回中部日本整

形外科災害外科学会・学術集会、2024.4.12-13、

米子市、口演 

2. 有田智氏、石元優々、橋爪洋、長田圭司、高

見正成、筒井俊二、岩崎博、飯高世子、田中

栄、吉田宗人、山田宏、吉村典子：第 2 回

ROAD(Research on Osteoarthritis/osteoporosis 

Against Disability)studyにおける一般住民コホ

ートの腰椎すべりと腰痛・歩行速度・筋量の

関係：第 53回日本脊椎脊髄病学会、2024.4.18-

20、横浜市、口演 

3. 有田智氏、石元優々、橋爪洋、長田圭司、高

見正成、 筒井俊二、岩崎博、飯高世子、田中

栄、吉田宗人、山田宏、吉村典子：一般住民

における腰椎すべりの累積発生率 ROAD 

study 10年の追跡調査：第 53回日本脊椎脊髄

病学会、2024.4.18-20、横浜市、口演 

4. 飯高世子、堀井千彬、種子島岳、村木重之、

岡敬之、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村

典子：股関節部における骨粗鬆症,変形性関節

症および筋力低下の相互関係 The ROAD 

study：第 97 回日本整形外科学会学術総会、

福岡市、2024.5.23-26、ポスター 

5. 茂呂徹、齋藤琢、岡敬之、田中健之、大野久

美子、石倉久年、飯高世子、神永尚人、佐藤

雅史、吉村典子、田中栄：1 枚の腰椎正面 X

線像のみから大腿骨近位部の骨密度を演算

する AI 骨粗鬆症診断補助システムのスクリ

ーニング・診断精度評価：第 97回日本整形外

科学会学術総会、2024.5.23-26、福岡市、口演 

6. 種子島岳、飯高世子、村木重之、岡敬之、阿

久根徹、中村耕三、田中栄、吉村典子：地域



 

34 
 

住民コホート ROAD 10年の追跡による変形

性膝関節症有病率の長期トレンド 膝関節は

若返っているのか：第 97 回日本整形外科学

会学術総会、2024.5.23-26、福岡市、口演 

7. 武田龍太郎、水原寛康、内尾明博、飯高世子、

真壁健太、笠井太郎、小俣康徳、松本卓巳、

吉村典子、田中栄：整形外科医と同等の精度

で外反母趾角を測定可能な深層学習モデル

の開発：第 97回日本整形外科学会学術総会、

2024.5.23-26、福岡市、ポスター 

8. 茂呂徹、齋藤琢、岡敬之、田中健之、大野久

美子、石倉久年、飯高世子、神永尚人、佐藤

雅史、吉村典子、田中栄：1 枚の胸部正面 X

線像のみから大腿骨近位部および腰椎の骨

密度を演算する AI 骨粗鬆症診断補助システ

ムのスクリーニング・診断精度評価：第 97回

日本整形外科学会学術総会、2024.5.23-26、福

岡市、ポスター 

9. 有田智氏、石元優々、橋爪洋、長田圭司、筒

井俊二、岩崎博、飯高世子、田中栄、吉田宗

人、山田宏、吉村典子：X線画像上における

腰椎すべりの有病率と腰痛・歩行速度・筋量

との関係 ROAD studyからの知見：第 97回

日本整形外科学会学術総会、2024.5.23-26、福

岡市、口演 

10. 松本卓巳、武田龍太郎、内尾明博、笠井太郎、

堀井千彬、飯高世子、井口傑、 橋爪洋、山田

宏、吉村典子、田中栄：左右で重症度が大き

く異なる外反母趾の腰椎変形が関与する 大

規模住民コホート ROAD studyより：第 97回

日本整形外科学会学術総会、2024.5.23-26、福

岡市、ポスター 

11. 飯高世子、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉

村典子：大腿四頭筋筋力と股関節部における

骨、関節疾患との相互関係-The ROAD study-：

第 61 回日本リハビリテーション医学会学術

集会、2024.6.13-16、東京、口演 

12. 飯高世子、堀井千彬、村木重之、中村耕三、

田中栄、吉村典子：低大腿四頭筋筋力は要介

護発生のリスクとなるか 住民コホート 6年

の追跡：第 42 回日本骨代謝学会学術集会、

2024.6.29-.7.2、沖縄県那覇市、口演 

13. 吉村典子、飯高世子、堀井千彬、中村耕三、

田中栄：ビタミン D不足症、欠乏症の有病率

の推移 ROADスタディ 10年間の観察：第 42

回日本骨代謝学会学術集会、2024.6.29-.7.2、

沖縄県那覇市、口演 

14. 吉村典子、樋口政和、飯高世子、徳野慎一、

田中栄：ポストコロナ時代の非接触による運

動器慢性疼痛の客観的・定量的評価ツールの

開発：第 35回日本運動器科学会、宇都宮市、

2024.7.6-7、口演 

15. 飯高世子、堀井千彬、種子島岳、村木重之、

岡敬之、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村

典子：大腿四頭筋筋力が要介護発生に与える

影響 The ROAD study：第 52回日本関節病学

会、東京都、2024.7.19-20、口演 

16. 笠井太郎、武田龍太郎、内尾明博、水原寛康、

真壁健太、小俣康徳、飯高世子、吉村典子、

松本卓巳、田中栄：抗 CCP抗体と骨密度の関

係 一般住民コホートデータを用いた 6年間

の縦断研究：第 52回日本関節病学会、東京都、

2024.7.19-20、口演 

17. 飯高世子、堀井千彬、種子島岳、村木重之、

岡敬之、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村

典子：大腿四頭筋筋力と要介護発生との関連 

The ROAD study：第 26回日本骨粗鬆症学会、

2024.10.11-13、金沢市、ポスター 
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18. 吉村典子、種子島岳、飯高世子：ビタミン D

不足症、欠乏症の 10年間の推移：地域住民コ

ホート ROAD スタディ追跡調査より：第 83

回日本公衆衛生学会総会、2024.10.29-31、札

幌市、口演 

19. 飯高世子、種子島岳、吉村典子：低大腿四頭

筋筋力と要介護との関連：住民コホート 6年

の追跡：第 83 回日本公衆衛生学会総会、

2024.10.29-31、札幌市、口演 

20. Tanegashima G, Iidaka T, Yoshimura N: 10 year 

trend of the prevalence of knee osteoarthritis using 

the ROAD cohort data.：第 83回日本公衆衛生

学会総会、2024.10.29-31、札幌市、口演 

21. 武田龍太郎、内尾明博、飯高世子、真壁健太、

笠井太郎、吉村典子、田中栄、松本卓巳：整

形外科医と同等の精度で内側種子骨の Hardy

分類が可能な深層学習モデルの開発：第 49回

日本足の外科学会学術集会、2024.11.7-8、東

京、ポスター 

22. 松本卓巳、武田龍太郎、内尾明博、真壁健太、

笠井太郎、飯高世子、井口傑、吉村典子、田

中栄：腰椎疾患が外反母趾の左右非対称性に

与える影響 大規模住民コホート ROAD study

に基づく解析：第 49 回日本足の外科学会学

術集会、2024.11-7-8、東京、口演 

23. 武田龍太郎、内尾明博、飯高世子、真壁健太、

笠井太郎、吉村典子、田中栄、松本卓巳：外

反母趾角自動計測 AIのエラー率 住民コホー

ト研究 ROAD studyで取得した 2300枚の単純

X線を用いた検証：第 49回日本足の外科学会

学術集会、2024.11.7-8、東京都、口演 

24. 飯高世子、上野竜治、廣島拓也、小川智之、

磯山拓冶、草野岳人、近藤貴之、久米亮一、

藤原清香：ボツリヌス治療を受けている患者

の下肢装具の特徴：第 40 回日本義肢装具学

会学術大会、2024.11.9-10、福岡市、口演 

 

■ 講演会、シンポジウム 

1. 茂呂徹、藤尾圭志、大野久美子、飯高世子、

岡敬之、田中栄：ワークショップ 16 骨粗鬆症

の評価 胸部正面 X線像のみから大腿骨近位

部及び腰椎の骨密度を演算する AI 骨粗鬆症

診断補助システムのスクリーニング・診断精

度評価：第 68回日本リウマチ学会総会・学術

集会、2024.4.18、神戸市、口演 

2. 茂呂徹、齋藤琢、吉村典子、岡敬之、松本卓

巳、小俣康徳、田中健之、大野久美子、石倉

久年、飯高世子、藤尾圭志、田中栄：シンポ

ジウム 3 関節病に対する AIアプローチ：胸

部/腰椎正面 X 線画像のみから大腿骨近位部

および腰椎の骨密度推定値を出力する AI 骨

粗鬆症診断補助システム：第 52 回日本関節

病学会、2024.7.20、東京都、口演 

3. 飯高世子：シンポジウム 医科と歯科医療か

ら QOL と自立歩行を考える：下肢における

骨・関節・筋疾患の疫学：住民コホート 6年

の追跡：第 30 回関東甲信越歯科医療管理学

会学術大会、水戸市、2024.11.17、口演 

 

Ｇ．知的所有権の取得状況 

 1. 特許取得 

 なし 

 

 2. 実用新案登録 

 なし 

 

 3.その他 

 


